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山
本
正
三
郎
は
、
明
治
三
十
年
七
月
、
本
校
彫
金
科
卒
業
。
明
治
三
十
二
年

に
出
身
地
香
川
県
の
高
松
市
で
美
術
工
芸
品
製
作
工
場
を
起
こ
し
自
営
す
る

が
、
明
治
三
十
五
年
八
月
、
金
属
美
術
研
究
の
目
的
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
渡
航

す
る
。
銀
器
で
知
ら
れ
た
ゴ
ー
ハ
ム
の
製
作
工
場
な
ど
で
実
際
の
仕
事
に
従
事

し
な
が
ら
研
究
を
続
け
た
。
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ソ
ド
州
立
図
案
学
校
夜
間
部
に
も

一
時
籍
を
置
い
た
。
明
治
―
――
十
七
年
か
ら
四
十
年
ま
で
豊
商
務
省
海
外
実
業
練

習
生
。
四
十
一
年
に
帰
朝
し
、
東
京
府
立
工
芸
学
校
教
諭
と
な
る
。
各
種
工
芸

美
術
展
で
受
賞
、
東
京
勧
業
展
覧
会
な
ど
の
審
査
員
を
歴
任
。
ま
た
、
独
自
に

工
場
も
運
営
、
大
礼
記
念
の
各
種
献
上
品
の
製
作
に
も
た
ず
さ
わ
り
、
そ
の
実

力
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

装
飾
美
術
家
協
会

柱
人
社
（
噂
頁
）
の
運
動
を
社
会
的
な
立
場
に
持
っ
て
い
こ
う
と
結
成
し
た
一

つ
の
団
体
が
装
飾
美
術
家
協
会
で
あ
る
。
結
成
の
た
め
の
第
一
回
の
会
合
は
、

高
村
豊
周
の
自
宅
で
、
岡
田
三
郎
助
や
長
原
孝
太
郎
も
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

会
の
名
前
は
議
論
百
出
、
結
局
、
語
弊
も
あ
る
が
岡
田
三
郎
助
発
案
の
装
飾
美

術
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
、
大
正
八
年
六
月
、
装
飾
美
術
家
協
会
を

結
成
。
同
年
十
月
、
第
一
回
展
を
神
田
神
保
町
の
兜
屋
画
堂
で
開
催
し
た
。
出

品
者
は
、
岡
田
三
郎
助
、
渡
辺
素
舟
、
長
原
孝
太
郎
、
藤
井
達
吉
、
原
三
郎
、

西
村
敏
彦
、
今
和
次
郎
、
斎
藤
佳
三
、
広
川
松
五
郎
、
高
村
豊
周
の
十
名
で
全

員
会
員
で
あ
っ
た
。
出
品
作
品
は
全
部
で

三
十
一
点
で
そ
れ
ほ
ど
大
作
は
な
か

っ
た
が
、
大
新
聞
が
紹
介
す
る
な
ど
華
々
し
い
反
響
が
あ
っ
た
。
全
七
十
二
頁

の
展
覧
会
目
録
を
作
り
、
最
後
に
会
則
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
第
一
章
に
「
本

会
は
芸
術
品

(
O
B
J
E
T
D
'A
R
T
)
を
制
作
発
表
し
、
従
来
の
所
謂
工
芸
美
術
品

同

上

安
治

同

上

安
田
秋
保
吉
武
榮
之
進
詠
造
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の
品
位
を
高
め
、
そ
の
帰
趨
を
示
す
こ
と
を
以
っ
て
目
的
と
す
。」

と
書
か
れ

て
い
る
。
翌
大
正
九
年
に
、
資
生
堂
の
二
階
で
第
二
回
展
を
開
催
し
、
第
一
回

に
お
と
ら
ず
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
注
目
を
集
め

る
が
、
そ
れ
以
後
展
覧
会
は
開

か
れ
て
い
な
い
。
事
務
能
力
の
不
足
か
ら
自
然
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
装
飾
美
術

家
協
会
で
は
あ
る
が
、
こ
の
二
回
の
展
覧
会
の
成
功
は
、
沈
滞
気
味
だ
っ
た
当

時
の
工
芸
界
に
新
し
い
気
運
を
呼
び
お
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

⑦

東
京
高
等
工
芸
学
校
設
置
決
定

安
田
禄
造
ら
の
運
動
(601
頁
）
が
効
を
奏
し
、
大
正
八
年
に
東
京
高
等
工
芸
学

校
新
設
が
決
定
し
、
左
記
の
報
道
が
示
す
よ
う
に
設
立
準
備
が
始
ま
っ
た
。

0
工
藝
教
育
振
興

工
藝
校
委
員
任
命

文
部
省
に
於
け
る
高
等
数
育
機
閥
披
張
計
霊
に
基
き
大
正
八
年
度
以
降
一
――ケ

年
の
緞
績
に
て
東
京
芝
浦
埋
立
地
に
創
設
す
べ
き
高
等
工
藝
學
校
は
其
の
目

的
と
す
る
慮
我
國
現
在
の
工
業
界
に
最
も
鉄
乏
を
感
ず
る
工
業
技
術
家
の
養

成
と
民
間
斯
業
の
指
導
啓
登
を
計
り
以
て
化
學
的
工
業
の
痰
逹
を
期
す
る
と

共
に
技
術
的
工
業
部
工
藝
的
産
業
を
振
興
せ
ん
と
す
る
に
在
り
て
其
の
學
科

〔
材
力
〕

目
も
工
藝
岡
案
工
藝
彫
刻
金
屈
工
藝
木
機
工
藝
塗
料
工
藝
印
刷
工
藝
等
の
六

科
目
を
併
設
す
る
に
在
り
て
豫
て
創
立
委
員
姪
衡
中
な
り
し
が
廿
日
左
の
如

く
任
命
さ
れ
た
り
〔業
ヵ

〕

東
京
高
等
工
藝
學
校
教
授
工
學
博
士

大正 8年



⑧
 農

商
務
省
技
師

〔
正
し
く
は
無
官
〕

東
京
美
術
學
校
嘱
託

印
刷
局
技
師

〔諭〕

東
京
府
立
工
藝
學
校
教
授

東
京
高
等
工
藝
學
校
創
立
委
員
を
命
ず

山
本
正
三
郎

（
大
正
八
年
八
月
二
十
一
日
『
読
売
新
聞
』）

こ
の
決
定
に
よ
り
本
校
の
製
版
科
と
臨
時
写
真
科
は
新
設
校
に
移
す
こ
と
に

な
り
、
そ
の
た
め
、
大
正
九
年
度
よ
り
両
科
の
生
徒
募
集
は
停
止
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
た
だ
し
、
臨
時
写
真
科
の
方
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
大
正
十
年
度
に

募
集
を
再
開
し
、
新
設
校
へ
の
移
転
が
遅
れ
た
。

帝
国
美
術
院
創
設
、
第
一
回
帝
展

大
正
八
年
九
月
五
日
、
帝
国
美
術
院
規
程
が
制
定
さ
れ
、
明
治
四
十
年
設
置

の
美
術
審
査
委
員
会
は
廃
止
さ
れ
た
。
帝
国
美
術
院
は
学
術
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で

あ
る
帝
国
学
士
院
に
対
し
て
美
術
の
ア
カ
デ
ミ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
文
部
大
臣
管
轄
下
に
置
か
れ
、
院
長
一
人
、
会
員
十
五
名
以
内
で
組
織

し
、
文
部
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
美
術
に
関
す
る
意
見
を
開
申
し
、
あ
る
い
は

文
部
大
臣
に
対
し
て
美
術
上
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
建
議
す
る
こ
と
の
で
き
る

機
関
で
あ
っ
た
。
美
術
院
な
い
し
美
術
局
設
立
を
目
標
と
す
る
美
術
行
政
確
立

推
進
運
動
に
つ
い
て
は
本
書
第
一
巻
以
来
再
三
と
り
上
げ
て
き
た
が
、
こ
こ
に

お
い
て
漸
く
時
代
に
見
合
っ
た
か
た
ち
で
運
動
に
―
つ
の
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
は
廃
止
と
な

り
、
新
た
に
帝
国
美
術
院
展
覧
会
（
帝
展
）
が
発
足
し
た
。

矢
野
松
岡

三面
也-寿

野

間

典

雄

帝
国
美
術
院
会
員
に
は
美
術
に
関
し
て
声
望
閲
歴
の
卓
越
し
た
人
を
選
び
、

文
部
大
臣
が
奏
請
し
、
内
閣
に
お
い
て
任
命
を
下
す
こ
と
と
な
り
、
従
来
美
術

審
査
委
員
と
し
て
尽
力
し
た
大
家
や
在
野
団
体
の
首
脳
作
家
の
な
か
か
ら
人
選

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
黒
田
清
輝
、
高
村
光
雲
、
岡
田
一
一一
郎
助
、
和
田
英

伺
、
小
堀
柄
音
、
川
合
玉
堂
、
竹
内
栖
鳳
、
山
元
春
挙
、
富
岡
鉄
斎
、
新
海
竹

太
郎
、
今
尾
景
年
、
中
村
不
折
、
松
本
楓
湖
が
任
命
さ
れ
た
（
ー
本
校
教
官
）
。

日
本
美
術
院
の
横
山
大
観
と
下
村
観
山
は
任
命
を
固
辞
し
た
。
院
長
に
は
森
鵡

外
が
、
幹
事
に
は
本
校
校
長
の
正
木
直
彦
と
当
時
文
部
書
記
官
で
の
ち
に
本
校

校
長
と
な
る
沢
田
源
一
が
任
命
さ
れ
、
書
記
に
は
本
校
書
記
屋
代
欽
三
が
任
命

さ
れ
、
同
じ
く
本
校
書
記
北
浦
大
介
は
同
院
事
務
を
嘱
託
さ
れ
た
。

帝
国
美
術
院
設
立
に
奔
走
し
た
正
木
直
彦
は
『
回
顧
七
十
年
』
（
昭
和
十
二

年
。
学
校
美
術
協
会
出
版
部
）
に
こ
の
新
制
度
と
運
用
の
実
際
に
つ
い
て
次
の
よ

美
術
界
の
推
移
と
＿帝
國
美
術
院

文
展
の
頭
初
に
於
て
、
審
査
員
と
い
ふ
も
の
は
作
家
と
批
評
家
と
が
殆
ん

ど
同
敷
位
の
割
合
で
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
其
の
任
期
は
三
年
で
あ
っ

た
。
今
、
其
の
頭
初
に
於
け
る
批
評
家
側
の
顔
燭
れ
を
回
想
す
る
と
、
松
井

直
吉
、
高
嶺
秀
夫
、
中
澤
岩
太
、
岡
倉
覺
一
―
-、
大
塚
保
治
、
今
泉
雄
作
、
塚

本
靖
、
藤
岡
作
太
郎
、
中
川
忠
順
、
平
山
成
信
、
森
林
太
郎
、

松
本
亦
太

郎
、
紀
淑
雄
、
武
井
守
正
、
入
江
為
守
、
輻
原
錬
二
郎
、
岩
村
透
、
そ
れ
に

私
等
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
展
頭
初
の
鑑
査
審
査
と
い
ふ
も
の
は
、

及
び
授
賞
に
就
い
て
は
、
皆
が
宜
に
員
剣
な
議
論
を
戦
は
し
た
も
の
で
あ
っ

う
に
記
し
て
い
る
。

―
つ
の
縮
の
及
落
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